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右の図のような正四面体�$%&'�において，点�$�から

△%&'�に垂線�$3�をひき，点�%�から�△$&'�に垂線�

%4�をひくと，線分�$3�と線分�%4�は���点で交わるの

で，その交点を�2�とする。

このとき，次の各問いに答えなさい。

���　$2：23�を求めなさい。

���　さらに，点�&�から�△$%'�に垂線�&5�をひき，点�

　'�から�△$%&�に垂線�'6�をひく。このとき，四面体�

　3456�の体積は正四面体�$%&'�の体積の何倍になる

１

　か求めなさい。

���

% &'

$図のように，%$ %&，�% ����の二等辺三角形があ

る。

�$�の二等分線と線分�%&�との交点を�'�とすると，&'�

の長さが���となった。このとき，線分�$'�の長さを求め

よ。

２
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$右の図で，$'：'% �：�，$)：)& �：��である

とき，%(：(&�を最も簡単な整数の比で表しなさい。
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図の�△$%&�で，線分�0+�の長さを求めよ。４
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右の図のように，長方形�$%&'�があり，面積は�

���である。点�3�は辺�%&�上にあり，点�4�は辺�

&'�の中点である。また，線分�$&�と34�との交

点を�5�とする。三角形�$%3�の面積が���である

とき，%3：3& 
ア

� ，$5：5& 
イ

� �

５

である。
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右の図のように，平行四辺形�$%&'�があり，

$% ��FP�である。辺�$'�上に点�(�を�$% '(�と

なるようにとり，点�(�を通り直線�$%�に平行な直線

と対角線�$&�との交点を�)�とすると，() ��FP�で

あった。また，��点�&，(�を通る直線と直線�$%�との

交点を�*�とする。

このとき，次の問い�����～�����に答えよ。

６

���　$)：)&�を最も簡単な整数の比で表せ。

���　線分�$*�の長さを求めよ。

���　点�'�から直線�&(�にひいた垂線と直線�&(�との交点を�+�とするとき，△$(*�と

　△%&+�の面積の比を最も簡単な整数の比で表せ。
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図のように，$% $&，�%$& ����の二等辺三角形�$%&

において，�$&%�の二等分線と�$%�との交点を�'�とすると，

'% ��FP�になります。また，点�%�を通り�'&�に平行な直線

と直線�$&�との交点を�(�とします。

���　次の空欄をうめなさい。

　�&%( 
ア �，�$'& 

イ �

���　$'�の長さを求めなさい。

���　四角形�'%(&�の面積は，△'%&�の面積の何倍ですか。

７
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(l) 正 四 面体 の 頂点 A  から 底面 BCD に 垂線 を 下ろす と
・ < A の 二 等分 な ので

P は △ BCD の 重心 と なる ので
、
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・ CH の 延長線 と AB の 交点
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1 1 を D と ある 。
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△ AHC E △ A HD で ある 。

D @ @
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←
< A HC = AH D = 9 0

0

( 楽新興 )
B E C

面積 比 を 次 の よう に おく 。 △ A BG = a よ
、 2 AD = 6

、

DH = CH と なり
△ B GC = b

△ AGC = C △ CH MS △ CDB

DH = HC
、

BM = MC な ので 中点 連結 定理
• a i b = AF FC より ai C =

A i b = 4 こ 3 . 、 . D
BE _ EC

より DB 1 1 H M
、

HM =  IDB

• bi C = DB i AD より = 7 に y PB = AB - AD = 9 - 6 = 3

D i C = 1 - 2 、 、 、 の

D.  ② より / H M =  IDB = が 3 =  f
し BE : EC set

a i C = 4 i 6 に 2 : 3
= 2 : 3

-



$

% &

'

3

45

右の図のように，長方形�$%&'�があり，面積は�

���である。点�3�は辺�%&�上にあり，点�4�は辺�

&'�の中点である。また，線分�$&�と34�との交

点を�5�とする。三角形�$%3�の面積が���である

とき，%3：3& 
ア

� ，$5：5& 
イ

� �

５

である。

*

( '

&%

$

)

右の図のように，平行四辺形�$%&'�があり，

$% ��FP�である。辺�$'�上に点�(�を�$% '(�と

なるようにとり，点�(�を通り直線�$%�に平行な直線

と対角線�$&�との交点を�)�とすると，() ��FP�で

あった。また，��点�&，(�を通る直線と直線�$%�との

交点を�*�とする。

このとき，次の問い�����～�����に答えよ。

６

���　$)：)&�を最も簡単な整数の比で表せ。

���　線分�$*�の長さを求めよ。

���　点�'�から直線�&(�にひいた垂線と直線�&(�との交点を�+�とするとき，△$(*�と

　△%&+�の面積の比を最も簡単な整数の比で表せ。

-3-

-

1 1 1
"

l

_
D

、

_ 5
=

た
1 〉 = 5

-

②
1

I
30

、 s

E

(ア) △ ABC の 面積 は 長方形 ABCD の 半分 な ので 1 8

△ ABP = 6 より △ APC = 1 2 な ので △ PQC = 6

い) AF : AC 二 EF こ DC な ので
・ △ E HD 三 △ CH D

△ ABP = B P X AB X で = 6 い  D = 2 : 5 と なり な ので  EH = HC

AF i FC = 2 ころ
△ PQC = PC x  も AB x  で = 6 い .es/ ・ △

BCE
=  f △ BCG

24 は より )

① より BP =  

p
に

② より PC =

石
に ) △ AG cos △ FEC より

AC i FC = AG i FE
△ B CH =  f △ BE

よっ て B に PC = 12:24 = に2.gg 5
 

i 3 = AG i 2

なか
げ

、
ノ
)

3 AG = 1 0
, AG こ cm fx で XOBCG

(イ) AR i RC を 含む 相似 な 三角形 は
、

AB と PQ TEX

を 延長 し た 交点 E を 用い て △ AER い △ CQR 。 し 3 ) ・ △ AEG cs △ BCG の
こ で △ BCG い ' 回

(ア) より BP : PC = に 2 より △ BEP い △ CQP で 相似 比 を 求める ため ・ D より 面積 比 は

BE  =  f QC =  で ( IAB ) =  IAB な ので GE : GC を 求める 。 △ AEC i △ BCG
.
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D

GE   EC = AF  = FC
さ 2 た 52=4=25

AE  i CQ =  f i  
で = 5 : 2

= 2 i 3 川口 D 、
D

よって A  Ei は = AR RC = 5  
i 2 よって GE 、 .GG て 5 、 、

.  y
△ 13 CH = 急 車 △ AEG
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